
ⓒ日本政府観光局（JNTO） 禁無断転載・複製

横浜の国際会議誘致・開催状況について

日本政府観光局（JNTO）

理事 遠藤 克己



ⓒ日本政府観光局（JNTO） 禁無断転載・複製

2019年ICCA（国際会議協会）統計・
アジア大洋州・中東地域の都市別開催件数ランキング

アジア大洋州
中東地域順位

世界順位 都市名
開催件数
（前年）

1 7 シンガポール 148

2 10 東京 131 (127)

3 13 バンコク 124

4 15 ソウル 114

5 19 台北 101

6 20 シドニー 93

7 22

香港 91

北京 91

クアラルンプール 91

10 27 上海 87

11 35 京都 67 (60)

12 48
メルボルン 54

マカオ 54

14 55 マニラ 51

15 63 バリ 42

20 82 神戸 35（22）

25 108 福岡 28 （27）

27 117 札幌 25（20）

34 143
横浜 21（25）

大阪 21（16）

38 159 名古屋 19（19）

ICCA及びJNTO国際会議統計にみる横浜のポジショニング

出典：ICCA（国際会議協会）統計より作成

JNTO国際会議統計
都市別 国際会議の開催件数（2017～2019年）

2017年 件数 2018年 件数 2019年 件数

1 東京（23区） 608 東京（23区） 645 東京（23区） 561

2 神戸市 405 神戸市 419 神戸市 438

3 京都市 306 京都市 348 京都市 383

4 福岡市 296 福岡市 293 福岡市 313

5 名古屋市 183 名古屋市 202 横浜市 277
6 横浜市 176 横浜市 156 名古屋市 252

7 大阪市 139 大阪市 152 大阪市 204

8 北九州市 134 北九州市 133 北九州市 150

9 仙台市 120 仙台市 116 仙台市 136

10 札幌市 116 札幌市 109 札幌市 102

JNTO国際会議統計
都市別 外国人参加者数（2017～2019年）

2017年
外国人
参加者数

2018年
外国人
参加者数

2019年
外国人
参加者数

1 東京（23区） 41,189 東京（23区） 56,960 東京（23区） 42,398

2 横浜市 23,803 京都市 32,449 京都市 30,585

3 京都市 21,102 横浜市 16,579 横浜市 27,919

4 福岡市 14,319 神戸市 13,632 神戸市 15,641

5 神戸市 11,321 福岡市 11,807 福岡市 11,590

6 名古屋市 10,316 北九州市 9,389 大阪市 11,060

7 札幌市 8,098 名古屋市 7,099 名古屋市 9,646

8 千葉市 7,374 札幌市 6,780 札幌市 8,218

9 北九州市 7,168 大阪市 6,553 北九州市 7,947

10 広島市 4,729 仙台市 5,915 広島市 6,642
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JNTOによる横浜への国際会議誘致支援事例

① 第22回国際自動制御連盟（IFAC）総会
日程：2023年7月
参加予定者数：2,500人（うち外国人1,700人）
JNTOの誘致支援内容： 淺間一先生（東京大学）のアンバサダー就任、 誘致提案書作成協力、JNTOからの

支援レター発出、関係省庁等からの支援レター発出調整、プロモーション用英文冊子作成、
ギブアウェイ制作（オリジナルデザインUSBメモリー）、プロモーション用動画制作、
2014年ケープタウン総会でのJapan Night開催

② ロボット工学とオートメーションに関する国際会議（ICRA）
日程： 2024年5月
参加予定者数： 5,000人（うち外国人4,000人）※これに加えオンラインにて20,000人の参加を想定
JNTOの誘致支援内容： 王志東先生（千葉工業大学）のアンバサダー就任、誘致提案書作成協力、大会ロゴ作成、

英語プレゼンテーション支援、観光庁からの支援レター発出調整、JNTOからの
支援レター発出

③ IEEE コンピューテーショナル・インテリジェンス世界会議（WCCI）2024

日程：2024年6～7月
参加予定者数：2,000人（うち外国人1,800人）
JNTOの誘致支援内容： 廣瀬明先生（東京大学）のアンバサダー就任、英語プレゼンテーション支援、

観光庁からの支援レター発出調整、JNTOからの支援レター発出


